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九州教育経営学会連携講演発表資料「秋田県における学力保障の取組」
鷲谷真一氏（秋田県教育庁義務教育課副主幹）

九州教育経営学会第91回定例研究会�

福岡�秋田�教育考�

平成２７年１月２４日  
秋田県マスコットキャラクター 

全国学力調査 秋田県の状況 
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昭和39年度  全国学力調査  中３ 全国・秋田の比較 

・全ての教科で４．５ポイント以上全国平均を上回る。 

・ここ数年、課題として取り組んできたＢ問題につい 

 て、Ａ問題よりも上回る傾向が続いている。 

全国との差（Ｈ２６秋田県） 
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小学校  中学校  １００－３０×３ 
Ｈ１３年度秋田県学習状況調査 

小５年から３０％抽出 

５６．２％ 

県学習状況調査と全国学力調査 

Ｈ１３  ５６．２％ 

Ｈ１７  ７６．８％ 

Ｈ２２  ９３．７％ 

１００－３０×３  （県） 

１６＋４×５    （県） 

５０＋１５０×２  （国） 

加法と乗法の混合した計算（小学校）の例 

福岡６２．７％  全国６５．９％ 

Ｈ２６  ９２．７％  １００－２０×４  （国） 
福岡７９．５％  全国８０．９％ 
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学校全体で活用（よく行った） 

調査結果の活用 
（Ｈ２６全国調査 学校質問紙） 
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本県の児童生徒のよさ 

本県児童生徒の学びの姿のよ
さを想起できる表現に努めた 

各学校の「目指す子ども像」や
ＰＴＡ活動のスローガン等に 
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小学生 定時に寝る・起きる・朝ごはん 

0

20

40

60

80

100

定時に寝る  定時に起きる  朝ごはん 

福岡 

全国 

秋田 

0

20

40

60

80

100

定時に寝る  定時に起きる  朝ごはん 

福岡 

全国 

秋田 

中学生 定時に寝る・起きる・朝ごはん 
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小学生 家庭学習の時間（平日） 
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中学生 家庭学習の時間（平日）  家庭学習の充実に向けて 
～○○地区家庭学習の手引き 

秋田県マスコットキャラクター 
スギッチ 
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ハロースクール＆ほっとエリア運動推進事業 

 みんなの登校日の推進 
●保護者や地域の人々が実際に学校に足を運び、子どもたちの学習 
  場面等に接し、教育についての関心を喚起する 
●開かれた学校づくりのための特色ある取り組みを実施する 

・全ての学校  開かれた学校づくり 

地
域
の
人
た
ち 

保
護
者 

・一定期間 

 広く県民が参加できる体制づくり 
  県民にポスター・リーフレット・ホー 
 ムぺージ 等で周知 
 

    
 

・保育参観 ・授業参観 

・学校経営の説明 

・教育相談 

・教育について語る会 

・学校や地域の安全・環境                        

 を考える会 

・インターネットＴＶ会議によ 

 る他地域との交流 

 

趣旨  子どもの個性を生かし、子どもの多様性に 
応える教育活動を展開する 

内容  ①  小学校１年～４年  及び  中学校全学年 
 ○３０人程度学級の実施 
→基本的な生活習慣・学習習慣の定着、安定した学校生活の確保 

 ○２０人程度の学習集団による少人数指導 
→基礎学力の定着・向上 

②  小学校５年、６年  及び  中学校 

  いわゆる「小１プロブレム」「中１ギャップ」への対応など 

 少人数学習推進事業 （Ｈ１３～） 

       １年 

      ２年 

      ３年 

小学校      １年 
      ２年 
      ３年 
      ４年 
      ５年 
      ６年 

少 人 数 学 習 推 進 事 業 

○３０人程度の 
  学級編制 
○ＴＴ等での学習 
  集団の少人数指導 
 

（Ｈ１３～） 

（Ｈ１４～） 

（Ｈ２３～） 

（Ｈ２４～） 

中学校 

（Ｈ２５～） 

（Ｈ２６～） 

 小学校で３３人、 
 中学校で３４人 
 以上の学級を 
 もつ学年に、 
 少人数学習の 
 ための人的配置 

 基本教科で 
２０人程度の 
少人数指導が 
できるように 
人的配置 

＊基本教科 
小：国・算・理 
中：数・理・英 

Ｃ

Ｄ Ａ

Ｐ

ＰＤＣＡサイクルの大枠

４月、８月、12月、３月にチェック

４月・・・・７月・８月・・・１２月・・・・３月・・・・・・次年度

各学校での見届け

各校で自己採点 結果公表 学習状況調査 高校入試 各校で改善状況の把握

問題分析………求められる力、授業改善の方向を確認
各校自己採点…個別指導、授業改善

客観的分析、対策の明確化

県の課題の改善状況の把握

全国学力調査、県学習状況調査、高校入試の活用

 国・県の学力調査及び高校入試を一体として捉えた 
    あきた型検証改善サイクルの確立 （Ｈ２１～）     
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